
コンテンツ分野から見た光サービス  
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94．8％）で，1999牛の興行収入は1，828億1日（l河隼  

比94．6％）であり，このうち汁lll11は6～7割を暮tiめる．   

デジタル化には憤垂であった峡1叫分野も，関連技術  

糊発による高両賞な椒影システムや，刷・′用巨プロジェ  

クターのl舶‖■－化で，制作卜程の効再りと，統合≠Jに映像  

素材データを拭える∴Ⅰ．（て享のメリットが注Ilされる．船  

形機器の低価梧化やJ「瀦技術，配給システム等の開発  

．乳題，劇場側のや人コストの問題で．課題もあるが徐々  

に晋及すると北、われる．   

峡両コンテンツを小心とするビデオ関連市場が人き  

く 落ち込む小で，Ⅰ）VI）はこ川2位1日（前隼比  

37日．2％）とユ、成kを遂げた．この成長にはビデオデ  

ィスクのl卜じ、的な購人柄の1）VI）への移イJ▲，Ⅰ）VD再  

／仁‖川巨な「プレイステーション2」の拉人，対抗する  

低仙桁Ⅰ）VI）プレーヤの汁及が′肯Jノ・している．   

2）放送分野   

NIIK・艮故J‖1の1998牛度収入は28Jう12億lリ（前  

牛比99．6％）でほほ、械jょいであ′Jた．CM制作費は  

19（）9隼には1，84（）億－りで，2隼連続前牛割れとなった．   

2．2 映像コンテンツの課題  

1）峡両分Ⅳ   

デジタル映像をI祢促としたノンリニア編集やコンポ  

ジットの環境は，近隼ユ、過にダウンサイジングしてお  

り，PCをベースとしたツールもチ湧iしている．しか  

し，‖勅呵でで利川できるHDTVについては，1）Cを  

ベースとする低コストなシステムはまだ少なく，峡仮  

に様々な効果を加えるためのIiI）TVlrりけ工）VE  

（1）igitalVide（）f三ffect）ツールがあまり克夫していな  

いこともl！り越である．   

また，ゲームやデジタル放送，データ放送，ストリ  

ーミング配ぃといった新メディアにおいて，メディア  

の特性をi■Iかして‖勅両に什州川i仙機能を糾▲み合わせた  

新しい ソフトに組み1圧すこともそえられる．従1て，  

これ⊥ゝ〕の耕しいメディアを想定した‖勅叶製作のあリノノ  

を検．汁し，例えば，ゲームソフトのマルチエンディン  

グに対応できるよう，複数のシナリオをカバーした批  

オ／＼レーションズ・リサーチ   

1． はじめに  

コンテンツ分野から見た光サービスについてとのこ  

となので，l′l分l十身でも整即する山い機会とそえ，各  

コンテンツ分Ⅳの動Irり，課題等の調査に片手した．1Il・  

速取り紺▲んでみたものの，余りにも分野が広く，また  

それぞれの分野でのl酢廿償も異なり，それだけに人知  

r仙IJ域に対する別行もあることが、川ってきた．そこで  

本稿では，代ムrlくノなコンテンツ分野を絞り込み，その  

現状，広鼎軋劇．津川川、ナの．組題について概観する．   

コンテンツの代表rlくノな分野チには，嗅両，テレビ，ま  

たⅠりゞが進んでいると∴われるアニメーションなどの  

峡像コンテンツがまず挙げられる．また，CI）パッケ  

ージやカラオケなどの■ナ架コンテンツ，．‡‡二組や近て卜ii‡  

llされて来たネットワーク型揖イーH版などの．■t－一版コン  

テンツ，さJ〕に，テレビゲームに代太されるゲームコ  

ンテンツ，粍′r；手品i．†などを利川したモバイルコンテン  

ツなどが挙げられる．   

外分野とも，将来のネットワーク社会を兄抑えて  

様々な試みや市場ほり／巨のビジネスデザインが試＝・され  

ている．1いにはビジネスとして巧く触っている分町も  

あるが，ビジネスデザイン の確、－†二日l）iiに，デジタル  

化・ネットワーク化に什う．‡帯．猟題を解決することが重  

要である．   

本納では，代表rl勺な‖火像・■ナ架・ ＝版の各コンテン  

ツ分野を対象に，その現状，、1巨びに，ビジネスデザイ  

ンを櫛、■†：するに先、ト）て避けて通れないデジタル化・  

ネットワーク化仰の行諸問題について整理する．  

2．映像コンテンツ  

2．1映像コンテンツの動向［1～6］  

1）‖失1叶分野  

1999隼の11火両の配給収人は828億＝（前牛比  

くほ1ニ やすお  

人l＝市棚（棚C＆Ⅰ総合企l呵閻発本部  

〒162冊りl新宿lメニ‥J谷加乞押」‾11  
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デジタルIIDTVを対象とした椒宗きについては，従  

来の撮影技術とは異なるノウハウを必安とする．従っ  

て，機器の向卜とともに，ユーザ側の機器操作に係る  

ノウハウの蓄積が重安である．   

現在のデジタルIiI）TVの編集については，例えば，  

SI）TV・HDTV混和l、†：の違和感，HI）TVのレンダリ  

ングに要するl朝礼 フォーマット変棟によるん－－質劣化，  

fH）7、Vにテープしかないため管理が面倒とし一ったこ  

とが指摘されている．   

HSデジタル放送の放送開始と前後して，′卦㍍装箭  

の製品が投人されているが，■‡■子j佃なため，本格的な普  

及にはなお時制を要するものとJ′・想される．また，地  

ノブしほ含む地卜独和‖）がデジタル放送設帖を導人する  

ためには膨人な費用がかかるとr・思されており，その  

解決策について．論議されている．   

さらに，、11初のデータ放送木‖芯一受㍍機と今後投人さ  

れる見込みのⅠⅠⅠ）Ⅰ）困蔵型ゼ爪機では，′夫現．できるサ  

ービス内容か異なるため，証を対象にコンテンツを制  

作していくべきかが関越となる可能件がある．   

映像コンテンツの新たなビジネスチャンスとして，  

ネットワークを介したVOI）サービスが想定されてい  

る．‖火両分野と川様，一夫際にサービスを提供するため  

のプラットフォーム抜術の碓、IJや，コンテンツデリバ  

リネットワークによる放送ん－∫質並のネットワーク環咤  

の普及には，新たな扱糾問発やインフラ整備が必安と  

考えられる．特に，テレビ番組やCMはスポンサー  

が関り・するため，コンテンツの二次利川にはより細や  

かな配慮が必要となる．  

3．音楽コンテンツ  

3．1音楽コンテンツの動向［1，7，8］  

1）洋楽CI）   

音楽業界の市場は，1990年代後、Iそに人り停滞して  

いる．CI）の需要層のl巨核である1（）代～20代前、ドの  

携帯電，葺いⅠ）ⅠISによる過イJ曹の増加が原l人lに挙げら  

れる．   

克十．が伸び悩むレコード会社では，1999隼から  

2川）（）隼にかけて，最人▼丁・のソニー・ミュージックエ  

ンタテインメントを皮切りに，次々と楽曲配仁ビジネ  

スに参人する軌きが見られた．ただし，楽I肛データは  

数M王うyteのボ1）ユームがあ嘉），本桁肋な成ムには，  

広林地ネットワークやIMT－2（）Onの普及が不可欠と  

考えられる．   

携帯電話やⅠ）ⅠISによるサービスも始まっているが，  

（9）681   

影への対応が望まれる．   

映像製作において最も竜rイヒ・デジタル化が遅れて  

いるのが梶野l二程である．しかし，昨今の技術の発展  

やデジタルシネマの登場により ，ハリウッド映画にお  

いてもHDTVを胡描き工程に採川する軌きが見られる．  

↑後，巨＝句の撮影現場でもIlij様なデジタル化への耽り  

糾▲みが期待される．   

映画館での＝映システムをデジタル化したデジタル  

シネマでは，映ILflレフトを細映画館に配給するシステ  

ムに衛損等の広帯域ネットワークを瀞Iけると考えら  

れる．そのためには，強囲なイ（正コピーの防止策が不  

＝r欠である．コピー防止技術は，デジタルシネマのシ  

ステムベンダが提供しているが，機徳子とされる要素が  

多く，その失効性についての．甘価はこれからの課題で  

ある．   

映像コンテンツの新たなビジネスチャンスとして，  

ネットワークを介したVOI〕サービスが想定されてい  

る． 既にストリーミング配信や一竜仁透かし，CATV  

イ ンターネット，XI）SL（xI）igitalSubscriber  

Line），光ネットワーク等の広欄㍑・kネットワ叩クなど，  

基本的な要素叔術は川揃いつつあるが，美際にサービ  

スを堤供するためのプラソトフォーム技術（映像デー  

タベース，権利保護，課金，コンテンツ変換等）の確  

立や，コンテンツデ リバリネットワークによる放送ん－，  

質並のネットワーク環境の普及には，新たな技術開発  

やインフラ整備が必要である．   

2）放送分野   

番糸1LやCMの制作は，現場のノウハウに柚る部分  

が人きく，そのl二程を効率的な形で管理しているケー  

スは少ない．今綬は，多チャンネル化に仰い，デジタ  

ル画像処理技術のlれ仁からポストプロダクションの処  

二哩がさらに増えることがナ想されるため，それに応じ  

た適切なⅠ二程管理が必要になる．   

テレビ向けのコンテンツ（番組，CM等）は，これ  

まで二次利川のルートが乏しく， 最近になって番糸lt▲の  

未使用素胡をストリーミング配㍍する収り紺＿みも始ま  

っているが，本酢的か射帖封lほlI指すには，それら  

の素材を管理し検索‖川巨にするしくみがイ晶」‾欠である．   

データ放送向けのコンテンツ制作システムは，㍊述  

∴．潜の選定に時間を安したこともあって裂ん∫－化が遅れ  

ており，十分な．沖佃iがなされていない．また，送＝シ  

ステムに症換性がないため，送＝システム毎に対応す  

るBML（Broadcast Markup Language）オpサリ  

ングを使い分けなければならない状況にある．  
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今のところはインターネット経由でのアクセスが人、ド  

で，そのl卜じ、層は30化から40代の，レコード店に行  

かなくなった屑と分析されている．   

2）カラオケ   

カラオケII上場は，1996隼をど岬クに，二川二連続の減  

少が続いている．特に，f◆．二年桐のカラオケ離れは深刻  

な状況にあるとされる．この安l大1として，カラオケJ．享子  

の過、l用克7ト，音楽のtl許好の細分化，押＝㍑電．言いⅠ）IiS  

による通ぃ輩支H増人などが挙げられる．   

このような市場の低迷を′受け，カラオケ機器メーカ  

も様々な】二人に収り跳んでいる．最近では、振り付け  

の映像を表ホする システムや，カラオケのネット配イ∴  

CS放送への進Jr1．，カラオケのMIDIコンテンツをも  

とにした苫メロサービスへの参人など，多刷lてノな・軽業  

屁閃を進める■軽業者■も兄られる．   

3．2 音楽コンテンツの課題   

CDクオリティの楽曲データは1分あたり数十  

MIうyte近いデータ量があるため，インターネットを  

介した凰IIl配イi手を笑現するためには，CDと川等の存  

賞を保ちながらデータ量をJl三縦する技術が必安になる．  

！l潮iフォーマットには，＝諸紆率を－‡■Jjめ，偵帯の情報を  

できる1限り損なわないこと，圧縮あるいは屁閻のため  

の．汁算；li二が少ないこと，許侶権保磯が可能であること  

など様々な要素が求められる．現在接慄されている圧  

縦フォーマットはいずれも一長一触があり，コンテン  

ツ制作轟ことっては枚数フォーマットでコンテンツを  

準備することは負組であることからも，lIl一期の標準化  

が則待される．   

存色データを様々な楽曲で利川したり，録拝データ  

をバックトラックとして川いて新しいコンテンツを創  

造したりするなど，音声素材の再や川Jによるコンテン  

ツ制作が膿んになっている．しかし，音／！i素材の流  

通・二次利川のための法制度や技術は碓宣しておらず，  

優れた洋声素材が広く巾利用されるようになるにはま  

だハードルが■高し、と∴わなければならない．また，汀  

パ素材の州．リ＝二いう而では，r′i軌採鵡や轟聴認識など  

の技術によって，すでに′完成した音i原から素材を収り  

Hせる技術も期待が人きいと思、われる．  

1999年に規格化されたDVI）¶AudioやSACD  

（SuperAudioCompactI）isc）は，CDを超える．‡？清  

質を売り物にした新しい規格である．現在は，I昭二機  

器の普及がイく充分なこともあって，これらの高音質メ  

ディアに対する楽曲の供給があまり進んでいない．し  

かし，踊り場にあるCD市場を活性化させる－・－・つのl耗  
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略として，－㍍晋質化は重要な選択肢の一つであると考  

えられる．そこで，針架業群が，DVD－Audioや  

SACI）等の高音質メディアへの積極的な参人を果た  

せるようなオーサリングツ【ルの克美や，複数の規格  

に対応するための．高〟．質なフォーマット変換技術の′夫  

呪が望まれる．   

米‖では，「Napster」や「Gnute11a」といったフ  

ァイル交換サービスが急速にユーザを集め，その自戒  

が指摘されている．ファイル交換システムは，端‡木同  

卜がピア・ツー・ピアノ（にファイル交換をするしくみ  

で，会艮同上が／J二いのフォルダを」lミ有する形でネット  

ワークを形成する．このようなファイル交換システム  

は，根絶することは椒めて難しいと考えられる．  

11本では，今のところそれらファイル交挟システム  

による被‘．ii二はあまり人きくないと見られるが，↑後，  

そのようなツールが急速に広まi），問越化する‖J能性  

もあることから，その対抗策を11l・急に検討し，過卿こ  

対処することが望まれる．  

4．出版コンテンツ  

4．1出版コンテンツの動向［1，9〕  

1）．1：二紺  

1999隼の‖放物販売顆は，24，607億lリ（l河年上ヒ  

96．8％）で，3牛連続の減少となった．このうち，書  

籍が3牛連続，雑誌は2年連続の減少である．また，  

ノこjLる作．－‖－，と亮れない作品－，の格差が拡大している傾向  

も指摘されている．   

苦情も，新規店の＝店数・辛町売り場働積が減少し  

ている一ノブ，廃業情は3年連続で1，00（＝Jfを超えてお  

り， コンビニエンスストアや1l－▲本屋の吾頭にこご！；：しんで  

いる現状が似える．   

公1ト用丈リl委貢会では，再販制度の扱いについて，  

1998年3‖，「競争政策の観一王（からは廃」Lの方向で検  

．持すべきだが，廃止した場合の影響そどについて検討  

を行い，－一定期間経過後に制度l！Ⅰ休の存廃について結  

論を得る」旨の見解を公表した。これを受け同委員会  

は，2001年3fl，「同制度の擁止についてl司艮的合意  

が形成されるにやっていない状況にあるとして，当面  

川制度を存箭することが柑）1である」との結論をHし  

た．出版各社は，再販制度の存続を訴えてし、るが，そ  

の一ノノ，時限Iヰ販や返．1．－，本の値引販売，非再販化等に  

も茄子している．   

一向に好転しない出版イ（況を背景として，大子出版  

朴をはじめ，業界外社の屯f・出版ビジネスヘの期待が  
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クドメイン・テキスト・アーカイブ運動がある．後者  

の代表例として，1971牛にアメリカのイリノイ人！、予  

でマイケル・ハ岬卜が始めた 朋1プロジェクト・グーテ  

ンベルク』，これに彬響されて1997年に「l本で始まっ  

た 軒l一子空文挿「月 がある．   

4．2 出版コンテンツの課題  

1）電イ▲H版（パッケージ）  

Ⅰ）VDは，書籍や雑誌に留まらず， 放送・ビデオ，  

フイルムで多様なメディアのコンテンツを紋付l勺に拭  

うことが可能であるが，多様な種類の情報を－一つずつ  

作り込んでいくことは作業的，コスト一帖こ別に介わな  

い．そこで，既存の市場で／巨成されたコンテンツを ‖†  

能な限リイ】●効利川し，新たな工）VDタイトルを効率的  

に制作していくノルIが考えられる．  

1）ⅤⅠ）／CI）－ROMタイトルの制作では，コンテンツ  

提供者やオーサリング事業苫の調整やエンコード装置  

の稼働率を■‡1∫iめるために，タイトル制作全体の1二粍管  

理を的確に行い，総創l勺な見地からロスの少ない卜程  

を美現することが聖ほれる．  

Ⅰ）ⅤⅠ）のMl）E（i2は情報量や1甘容に応じてビットレ  

ートを調整できるVIうR（VariableIうit Rate）を採川  

しており，‖火條や拝声の人容旅コンテンツのエンコー  

ド咋に，どのようにビットを割り振るかは，制作各社  

のエンコード・アルゴリズムに依存する．つまり， 映  

像コンテンツと共通する課題として，このアルゴリズ  

ムが，画質の均一件やん－－質を決定することから ，その  

最適化を追求する耽り組みがヤほれる．   

DVI）では，CSS（Content Scramble System）と  

呼ばれる違法コピー防直技術が搭載されている．しか  

しこのCSSグ）暗号コードがノルウェーのプログラマ  

ー生川に解読される事件が発隼し，DVDコンテンツ  

保護が柚めて雉しい状況に陥った．DVI）ビデオその  

ものが人撞データであるため，イく二11三コピーがネットワ  

ークで州‖lる事態は今のところ隼じていないが，今後，  

広帯域化と圧縮吸術が進めば，そのようなりスクも高  

まると「想されることから，新しい発想のコンテンツ  

管理技術が求められる．   

2）電十日版（ネットワーク）   

Webコンテンツの付利かは既存のメディアで提供  

されたコンテンツをイr効利一書けるものであり，原著作  

権者を合めた権利処理や，適切なメディア変換が必要  

となる．さらに，これらのWebコンテンツをインタ  

ーネット抑芯携帯電話向けに供給するケースも見られ  

ることから，これに対応したコンテンツ変換技術の向  
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，‡－7jまっている．軟米の屯川1版ビジネスでは，「パッ  

ケージか；，ネットワークへ」「Onl）aper からOn  

Screenへ」という抜術トレンドを軸に，燻準化に（（り  

けた1†丈り糾みや撒端帥■摘i端末の兢争がi占発化している．  

H版イメージに近い形でl両面十に長ホする什様として  

は，先に業界舵叩川勺に汁及した米A〔1（）be朴の  

「PDF」に加え，1999勺19）Jには米Microsoft朴をLI7  

心とする「Open eIうo（）k」第▲脱が公開された．同社  

はさJ）に，「Open eBook」に則ったリーダーソフト  

を公閃，人手州版社も巻き込んだ竜イ・H版ビジネスに  

来り目した．ト刷人Jでも，人f・．■肘坂朴を小心に，二．睾桝の  

イメージをl叫像データとして衛兄綿‥Iでl醐Jする‘夫験  

や，小説のネット配㍍ビジネスへの参人など，i．†発な  

動きを見せている．   

2）揖f・H版（パッケージ）   

卜述のとおり，日放戒業は，他コンテンツとの市場  

競争、再販制度の兄tlIl二し議論を受け直め，滝川一一版ビ  

ジネスに清路を兄＝そうとしている．   

揖イーテキストコンテンツの世界では，教育・娯楽系  

CD－ROMは才1‥ll増加しているものの，「州・■巨典など  

リファレンス系CI）一ROMの宜場は人帖な減少噸向に  

あり，総じてパッケージ型電川■．版は退潮傾向にある．  

パッケージによる流通段隅での物理∬Jプロセスがデジ  

タルメディアの故人のメリットである即時≠やインタ  

ラクティブ件を損なっているためと考えられる．   

3）竜r一日版（ネットワーク）   

ネットワークを利川した作．■．．■，の配ぃや発表も始まっ  

ている．  

1999牛にスタートした『e山NOVELS』は，榊々の  

作家による．試みを協同「畑こまとめたもので，作家かご）  

の直二眼を謳い，コンテンツも新作や軒行本末収録作．■－．－－  

が小ノじ－である．   

州版射では，電イー昔籍コンソーシアムによるブック  

オンデマンドシステム美証尖験の戊果を踏まえた『1n  

daysbook』や，人TL州仮朴8朴が2（）OOl＝こ共同で、ソニ  

ち卜げた 打’電イ・文庫パブl＝1などの電r一昔籍ビジネス  

が始ま「ている．  

ilF情のFII牒では，アメリカのAmazon．comやBar－  

11eSandNoble．c（）mが電＋＝書籍の販克を積極的に＝－い，  

すでにこの二人オンライン昔情はIl本法八をキニち卜げ  

ている．今後はオンラインーl川iに巨尊されるアメリカ  

型の竜r・州版が急速に広がっていくものと考えられる．   

図苦飾では，tt用小のl甘宜図誤判†や公相国書鮒にお  

ける屯f▲化プロジ ェクトのほか，NGO的なバブリッ  
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トレ重要である．   

現在，屯r一苦籍として国内外から複数のフォーマッ  

トが登場している．それぞれ，ビュワーの普及状況や  

視聴叶能者規模，甘木語の刈▲応（縦吉きて宇を合む），  

使いやすさなどで差があi），コンテンツ制作側として  

は，どの竜r一化フォーマットに対応させるかは重安な  

選択となる．米国の電イ▲井桁の標準フォーマットとし  

て策定された「OpeIleBook」は，ll本．浩化に関する  

スケジュールが明確にされていない．   

近年急速にi利・′壬三化しつつあるP工）AII上場では，  

PalmOS搭載機や米Microsoft朴「Pocket r）C」，シ  

ャープ「Zaurus」による本格的な競争が始まってい  

る．電イ・＝版としてのWebコンテンツが今以上に清  

川されるようになるためには，こうしたⅠ）DAの本楕  

的な汁及がイ1‖J▲欠と考えられる．また，こう した  

PDAを屯十吉籍のビューワ端末としてi．1川していく  

ためには，両面の■毎桁紬化が望まれる．   

米国で問題化しているNapster，Gnute11a等のファ  

イル交換システムでは，洋楽以外のコンテンツもIiij様  

に拭うことができる．特に，小説等の電f一二．壬；儲は，フ  

アイルサイズとしても過…11であり，今後の健全な「行場  

形成をl肛雷する叶能件もある．従って，ファイル交換  

システムに対する対抗策をヤ急に検討し，適切な措置  

で対処することが望まれる．  
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